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第 2 章においては，主桁がプレートガーダあるいは箱桁の 2 通りの場合について合成格子桁を対象と
する有限要素解析の定式化について述べている。そして 3 種の構造モデルについて数値計算を行ない，
理論結果を模型実験の結果と比較して，理論解析の妥当性と有用性を検証している。
第 3 章においては，主桁にプレートガーダを用いた代表的な合成 I 桁橋においてずれ止めの橋軸単位
長あたりばね定数に関する無次元量であるフレキシビリティ定数により断面力，たわみ，鋼桁の中立軸
の位置，縁応力度などがどのように変化するかを明らかにしている。
次に主桁本数が 3 乃至 5 本の合成 I 桁橋を対象にして，支間長，主桁間隔，曲げ格子剛度，主桁の断面
2 次モーメントを種々変化させてパラメータ解析を行ない，合成効果低減係数ならびに荷重分配係数を
それぞれこれらのパラメータの関数である無次元量X 1 の 4 次式およびXzの 2 次式によって表しているO
第 4 章においては，主桁に箱桁を用いた代表的合成箱桁橋に関してたわみ，断面力，縁応力度のフレ
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キシピリティ定数による変化状態を明らかにしている。また 2 主桁で縦桁が 1 本と 2 本の場合について，
第 3 章と同様のパラメータ解析を行ない，合成効果低減係数および荷重分配係数の近似式を求めてし唱。
第 5 章においては，鉄筋コンクリート床版を有する I 桁橋を不完全合成 I 桁橋として取扱い，主桁が




















(1) 鉄筋コンクリート床版と鋼桁の聞にずれ止めを有する I 桁橋および箱桁橋に関してずれ止めのフレ
キシビリティ定数が力学的性状に及ぼす影響を明らかにすると共に，種々のパラメータの関数として
合成効果低減係数および荷重分配係数を与える実用計算式を提示している。
(2) さらに荷重分配影響係数の実用計算式を作成すると共に，それを利用してこの種形式の鋼橋の設計々
算法を開発している。
(3) 主桁と床組の弾性変形を考慮した鉄筋コンクリート床版の設計曲げモーメントの計算式を作成し，
設計の便に供している。
以上の研究成果は，鉄筋コンクリート床版を有する I 桁橋と箱桁橋の床版と鋼桁の弾性ずれ変形を考
慮した不完全合成桁理論の立場から，真の力学的性状に忠実な実用設計法を提供するもので，橋梁工学
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に寄与するところが大である。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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